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歯内療法は、謎解き・ミステリー

［著］ 高橋慶壮 （奥羽大学教授） 

歯内療法における
臨床思考の技術
日常臨床で歯内療法は避けて通れない。しかし、失敗が多いのも

事実。失敗の原因は、手技の研鑽不足以外に「未知」、「無知」、

「不注意」、「誤判断」、「手順の不遵守」、「調査・検討の不足」で

ある。本書では失敗の少ない医療を実践する為に、謎解きの手法

＝「臨床思考（臨床推論）」の方法論を丁寧に解説。後半では、症

例を交え解説を行っている。「どんな手を打つか？」日常臨床でよ

りよく考えるための実践方法を本書の中からつかんでほしい。

▼詳しい情報はこちら
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